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５日目：同時発火とテンポラルコーディング

担当：伊藤浩之・深井朋樹

１．ねらい

脳の情報処理メカニズムのシステムレベルでの研究の必要性を講義する。実験技術、

解析法、モデル、符号化パラダイム、実際のシステムレベルでの実験などに関して

検討する。

２．各講義の関連

 (1) 多細胞同時記録実験の必要性と方法 -現状と問題点-　 櫻井　芳雄

(2) 多細胞同時記録データの統計解析法 伊藤　浩之

(3) Cortical Dynamics and Neural Computation -Experiments, Analysis and Models

Ad Aertsen

 (1)の講義では、実際に多細胞同時記録を行なっている研究者の立場から、この新た

な研究法の意義や特色および問題点などを概観する。実験家にとっては実践的な技

術の理解、理論家にとっては現時点でどのレベルの実験データが得られるのかを把

握することは、生理学的に plausible なモデル作りにとって重要である。(2)の講義で

は、得られた多細胞同時記録データの統計解析法の現状と問題点を概観する。特に

複数細胞間のスパイク発火の時空間的関係性に着目する情報符号化の実験的検証に

とっては、データの何の特徴に着目し、どのような解析法でそれを視覚化するのか

を理解することが重要である。(3)の講義では、(1)と(2)で習得した知識をもとに、実

際の実験データの解析例を紹介する。システム的な神経科学研究では、モデルおよ

びパラダイムと多細胞同時記録実験データ、そしてこの二つをつなぐ解析法の三者

の有機的な相互作用が大変に重要である。

３．論点

　最近の多細胞活動同時記録技術の向上により、細胞活動のネットワークレベルで

の実験解析と情報処理メカニズムのシステムレベルでの解明に強い関心が集まって

いる。従来の単一細胞の平均発火率の解析ではなく、多細胞のスパイク活動の同時

記録データが提供されるに至って、新たな情報符号化（コード）の概念が登場して

いる。これは「関係性コード」と呼ばれるものであり、「情報（機能）は必ずしも、

単一細胞レベルに局在しない」というパラダイムを基とする。関係性コードのパラ

ダイムを基に脳の情報処理を研究する為には、得られる多細胞スパイク活性データ

から神経回路網での細胞同士の時間的関係性、すなわち時空間構造を解析するため

の強力な時空間解析法が不可欠である。また、神経回路網の時空間構造を情報処理
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メカニズムと対応させて議論する為には、情報コードに関する説明仮説（パラダイ

ム）の構築が必要となる。
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